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1. まえがき

大陸棚調査室では，平成6年8月から12月にかけ

て，大型測量船「拓洋」により第32回大陸棚調査と

120 

して沖ノ鳥島西方周辺海域の調査を実施した．ここ 4 

では，この調査結果の概要について報告する．

2.調査概要

調査海域は，北緯18。00＇及び北緯 21。00’の緯度線，

東経132。30＇及び東経 135。00’の経度線で固まれた海

域で，海域の東部に沖ノ鳥島が位置する（第1図参

照）．

調査期間は，平成6年8月25日：から 9月16日まで，

同年10月14日から11月4日まで，同年11月25日から12

月14日までの計65日間である．

用いて調査を実施した．

3.調査結果

140 150 

調査の主測線は東西方向に 6海里間隔とし，その

他必要に応じて補測線を設定した（第 2図参照）．

調査内容については，船位は複合調lj位装置（GPS

等），測深はナローマルチビーム測深機（測線距離

5322海里），地質構造はエア方、ン方式のマルチチャン

ネル音波探査装置（測線距離118海里），同シングル

チャンネル音波探査装置（測線距離3897海里），及び

表層探査装置（測線距離3020海里），地磁気は海上磁

力計PMM-100型（測線距離5322海里），重力は海上

重力計KSS30型（測線距離5322海里）の各種機器を

(1) 海底地形 ・地質構造（第3' 4' 5' 6図参

照）
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音波探査記録断面図第6図

w 

海域東部の北緯20。25’，東経132。30＇付近の比高1500m

級の海山付近まで，高低差500m程の小海丘列が延び、

フィリピン海盆の中部に位置し北本調査海域は，

東に九州 ・パラオ海嶺に固まれた海に沖大東海嶺，

ているのを確認できる．域である．

海域の東側が西側に比べ平盟な地形を示している海域は大部分が水深5500～6000mの平坦な深海底

東側においては九州 ・パラオ海嶺か点については，であり，特に海域の東側は凹凸の無いなだらかな地

火山性堆積物の供給を受けることができたからら，一方海底の西側においては，規模形を示している．

ではないかと考えられる．

海域全般において堆積層は薄〈東側において

比

高500m級の小海丘が散在しているのが認められる．

また海域南東部の北緯18°20',

は小さいながら凹凸に富んだ地形を示しており，

0.7～0.8s巴c西側において0.3sec前後で、あり，東側すな東経134°30’付近にお

わち九州、｜・ パラオ海嶺に近いところほど堆積層が厚

また表層付近には一様いという傾向が認められる．

47-

いては，調査海域中最大規模の比高3000m級の海山

この海山を基点に SE-NW方向に調査が確認でき，
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地磁気異常図凡例
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第7図地磁気全磁力異常国
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重力異常図凡例
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第8図 フリーエア重力異常図

-49-

133° 00' 
1s・oo’ 
132°30’ 



水路部技報

に遠洋性堆積物と思われる透明層が音波探査記録上

認められる．

(2) 地磁気全磁力異常（第 7図参照）

本調査海域において地磁気異常は負の異常が卓越

しており，一50～一lOOnT程度の異常を示してい

る．海域全般において E

も確認で．き，これはこれまで考えられてきたフィリ

ピン海盆の拡大方向と一致したものと考えられる．

また前述の小海丘列に対応した正の帯状の異常を

見ることができ，地磁気異常のリニエーションが地

形の小海丘列の並びと斜交している点については，

地形の形成年代と地磁気の形成年代の差異によって

生じたものだと考えられる．

(3) 重力異常（第8図参照）

本調査海域のフリーエア重力異常は海底地形にほ

ぽ対応した OmGal～ 20mGal程度の負の異常を

示しており，海域南東部には海山に対応した30

mGal程のやや強い正の異常を認めることができる

が海域西部の小海丘群の影響は重力異常で、は認める

ことはできない．また前述の小海丘列の影響も認め

ることが出来ない．

なお本文中の第4'5' 7' 8図については，GMT-

SYSTEM VERSION 2 .1を用いて作成しました．
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